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〔論文審査の要旨〕Summary of Dissertation Review 

 本研究は、カンボジアの高等学校における現役教員による有料の時間外個人指導（プライベ

ート・チュータリング、以下 P.T.）が、政府の P.T.撲滅のために実施した教員給料の引き上

げや高等学校卒業試験制度の改革後も減少する傾向が全く見られず、現在も全国的に行われて

いる現状に対し、継続を促す要因は何か検証することを目的としている。調査は、プノンペン

市を含む 7地域（経済格差の 4区分別）の 12校から 862組の生徒と親、そして 198名の教員

からオンライン・アンケート調査の回答を得た。また、質問票では、生徒には 9つの側面から、

親に対しては 8つの側面、そして教員には、５つの側面から質問し回答を得た。さらに質的分

析を行うために、29名の生徒、41名の親、45名の教員、8名の校長、3名の教育長、そして、

1名の政府高官、計 127名にオンラインの聞き取り調査を行った。 

分析は、カンボジアにおける P.T.の先行研究が指摘した 6 つの課題に焦点を当て、これま

での先行研究ではほとんど検証されてこなかった、3年生の 7割以上が P.T.に参加している高

校に焦点を当て、参加生徒と親をペアごとに分析し、教員、生徒、親の意識や行動を比較分析

した。教員や生徒の P.T.への現在の参加状況や各地域での普及状況について統計的に分析し、

全体の傾向を見ると同時に、聞き取り調査を通して、教員・生徒・親の P.T.活動の継続にどの

ような促進・阻害要因が影響しているか検証した。 

論文は、8章で構成され、問題の所在、歴史的背景、先行研究、調査方法、教員並びに生徒

と親の実態調査のデータ分析とディスカッション、そして、結論について論述している。審査

委員から、本研究は、カンボジアで継続している P.T.の実態を詳しく分析しており、教員、生

徒、親の意識や行動を量的・質的に分析し、その実態を総合的に検証した研究であることが高

く評価された。また、P.T.への参加率が最も高い高校 3年生を対象に調査することで、改革が

行われた高校の全国統一卒業試験の特に理数科目の不合格を懸念し、多くの生徒が P.T.に通

っているという新たな実態を論証した点も、高く評価された。なお、申請者はこれまで、査

読つき論文３編、国際会議での発表２編を公表した。以上、審査の結果、本審査委員会委員は、

本論文が著者に博士（学術）の学位を授与するに十分な価値があるものと認めた。  

 


